
は　じ　め　に

I　博物館概要

○設置日的

○基本的性格と方針

○沿　　革

○施設・設備

II　平成5年度　組織・運営

○組　　織

○事業計画

III　平成4年度のあゆみ

○職　　員

○日　誌抄

○実施事業の概要

○刀剣・スタディーコーナー

1　刀剣コーナー　…………‥・・…………・・…

2　スタディーコーナー・・・・・・………・・・……

○特別展

l　飛騨のあけぼの

－交流する縄文・古代人一……・…‥・・

2　恐竜王国「恐竜一謎とロマンー」

3　近世に輝く濃飛の群像・…・・・…

○資料紹介展

食べられる野草

○特別陳列

学校宝物展

○調査研究・資料収集活動

自然部門

人文部門

○教育普及活動

○図書資料寄贈者芳名一覧

○利用状況

○博物館関係団体

IV　利用案内

18

19

20

22

23

26

30

31

32

－1－

次

「

l

　

　

1

　

　

3

1

　

　

1

　

　

1

4

　

　

4

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

に

J

　

　

6

　

　

7

1

　

　

1

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

1

　

　

1

　

　

1



は　じ　め　に

平成5年5月から18年目に入る岐阜県博物館は、すでに

入館者が150万人を数えました。この17年の間に、当館は

県内唯一の総合博物館として県民に親しまれ、生涯学習の

場として大勢の方にご活用いただくようになりました。ご

利用いただいた皆様に心より感謝申し上げます。

平成4年度も、当館は資料収集・保管・調査研究・展示
・教育普及など地道な活動に力を尽くしてまいりました。

特別展を中心とする諸事業につきましては、記載のとおり

でありますが、特に、特別展・恐竜王国「恐竜一謎とロマ

ン」は、滅び去った恐竜の謎を明らかにし、子供達の夢を

育てる展示として、大変好評を得ました。また、10年ぶり

に年間入館者が8万人を超えたことも特記したいことです。

さて、昨今週休2日制・学校5日制の実施によりまして、

参加し楽しく学習できる場として、博物館への期待は一層

高まってきたように思います。当館では、平成5年度この

期待にこたえるべく、二つの特別展「土と炎の芸術」「失わ

れゆく植物」を企画しています。また、新たに「マイミュ

ージアム構想」を立案し、その実現を図っていく予定です。

県民の皆様の貴重なコレクションを展示する「マイミュー

ジアムホール」、岐阜県の歴史・自然等に関する情報を街道

ごとに新しい映像システムで紹介する「ハイビジョンホー

ル」、この二つを核とした「マイミュージアム構想」は、従

来の博物館に新しい魅力を加えるものと確信いたしており

ます。

ここに、上記のような平成4年度1年間の活動の記録と

平成5年度の事業計画の概要を紹介する館報16号を刊行い

たしました。ご高覧いただき、当館のさらなる発展のため

ご指導を賜れば幸いに存じます。

平成5年4月1日

岐阜県博物館長　横山勢津男
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I　博　物　館　概　要

〔設置日的〕

岐阜県の人文、自然両分野にあたる諸資料を

公開し、併せて、教育普及活動を行うことによ

り、広く県民の学習の場となり、また文化財保

護の稿神の滋養に役立て新しい教養と文化の発

展に寄与することを目的とする。

〔基本的性格と方針〕

1．基本的性格

岐阜県の人文（考古、歴史、民俗、美術工芸）
・自然（動物、植物、地学）等に関する諸資料

の収集、保管、展示、調査研究及びそれらの活

用を図る総合博物館とする。

学校教育・社会教育との密接な連携を図り、

利用者が楽しく学習することができ、未来への

研究心と創造性を開発させるような生涯学習機

関とする。

県内の博物館及び相当施設との連携をとり、

資料の交換、提供を図り、本県の中央博物館と

しての役割を果たす内容と設備を有する施設と

する。

資料の開発及び保存並びに活用について、専

門的な調査研究を推進する。

2．基本的方針

（1）資料収集

県内の歴史・考古・民俗・美術工芸・自然等

に関する資料を収集する。

資料は、実物を中心とするが、必要に応じて

厳密な考証に基づく復元模型を含める。

寄贈、寄託、借用、購入等により収集する。

〈2）展示構成

展示は、常設展示と特別展示とする。

常設展示は、総合展示と課題展示とし、それ

ぞれ人文、自然の2部門に分ける。総合展示は、

だれにも親しめるよう平易な展示を心掛け、本

県の歴史の発展の概要と、自然環境の概要を理

解しやすく展示する。課題展示は、内容におい
・て、前者よりやや高度のものとする。

展示の方法は、「（カ生涯学習の場として、幅広

い層に親しめる展示。（イ）資料の単なる羅列では

なくストーリー性のある展示。（功総花的展示を

避け、各時代の特色やテーマの本質をとらえた

展示。（⇒できる限り実物資料の展示をするが、

更に、図表、模型等多種類の資料も活用。（わ視

聴覚機器などを取り入れ、見る人に強く訴える

設備。（力）明確で分かりやすい解説」とする。

展示室の主題と内容は次のとおりである。

〇人文展示室l（人文総合展示）

主題「郷土のあゆみ」－原始時代から近代、

現代に至るまでの歴史の流れと、各時代の特

色を分かりやすく展示する。

〇人文展示室2（人文課題展示）

主題「郷土の美術工芸」－特色ある郷土の

美術工芸を部門別、時代別に展示する。

○自然展示室1（自然総合展示）

主題「郷土の自然とおいたち」－郷土の自

然の概要を生態的に分かりやすく展示する。

○自然展示室2（自然課題展示）

主題「郷土のさまざまな自然」一特色ある

自然物や事象をテーマ別に系統的に展示する。

○特別展示室（特別展示）

特定の企画とテーマを設けて年に数回展示

する。

（3）事業運営

資料は、本県の歴史的発展の立場から価値の

あるもの、また県内の自然にかかわる価値のあ

るものを保全し、収集保有する。

常設展示は、県民の学習に役立たせるため、

展示構成の充実を図る。特別展示は、テーマの

設定に配慮し、内容の充実を図る。

調査研究は、資料に関する専門的、技術的な

調査研究と、資料の展示、保存に関する研究を

行う。

教育普及は、各種の催しものを通じて県民の

理解と関心を深め、生涯学習の場づくりをする。

併せて各種の啓発活動を推進する。
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〔沿　革〕

岐阜県博物館は、置県百年記念事業の1つと

して、昭和51年5月5日、アカマツなどの自然

林の生える里山の中に開館した。

県内各地の豊かな資料をもとに、常設展示を

人文展示室l・2、自然展示室1・2に分け、

郷土岐阜県を紹介した総合博物館である。

また、特別展を年に数回開催している。

博物館建設準備段階からの沿革は次のとおり

である。

昭和46年3月　岐阜県百年記念事業推進委員会

において、博物館の建設を決定

4月　教育委員会社会教育課に博物館

準備担当を配置

6－9月　博物館懇談会を設ける

昭和47年4月　博物館開設準備室を設置

展示委員会を設ける

昭和48年8月　起工式挙行

昭和49年3月　展示実施計画樹立

10月　定礎式

昭和50年3月　展示工事着手

7月　本館建築竣工

昭和51年1月　展示工事完了

4月　岐阜県博物館条例公布

岐阜県博物館設置

展示資料等製作完了

5月　開館記念式典挙行　一般公開

巨匠三人展・スポーツ栄光展

7月　皇太子　同妃殿下行啓

8月　特別展「ふるさとの文楽」

入館者10万人を突破

10月　入館料徴収開始

11月　特別展「熊谷守一展」

昭和52年5月　特別展「日本伝統工芸秀作展」

入館者20万人突破

7月　特別展「郷土の化石展」

11月　特別展「鉄斎」

昭和53年4月　入館者30万人を突破

特別展「渡飛の甲胃」

7月　特別展「世界のコガネムシ」

10月　特別展「能面と装束」

－　4　－

昭和54年4月　入館者40万人突破

特別展「濃飛の先史時代」

7月　特別展「世界の貝」

10月　特別展「渡飛の文人」

11月　「視覚障害者（触察）コーナー」

開設

昭和55年4月　特別展「宝暦治水と薩摩藩」

5月　入館者50万人を突破

7月　特別展「化石の世界」

10月　特別展「蓑虫山人」

昭和56年4月　特別展「実演の絵馬」

5月　入館者60万人を突破

7月　特別展「御岳山は生きている」

10月　特別展「ふるさとの美濃古陶」

昭和57年4月　特別展「高黄巾の信仰」

入館者70万人突破

7月　特別展「ふるさとの植物」

10月　特別展「東洋の貨幣」

昭和58年4月　特別展「岐阜県の考古遣物」

5月　入館者80万人を突破

7月　特別展「長良川」

10月　特別展「郷土の生んだ先覚者」

昭和59年4月　特別展「濃飛の戦国武将」

7月　特別展「ふるさとの昆虫」

8月　入館者90万人を突破

10月　学習ビデオスタディコーナー設

置

特別展「濃飛の蘭学」

昭和60年4月　特別展「濃飛の縄文時代」

7月　特別展「鉱物の世界」

10月　特別展「美濃の刀剣」

入館者100万人を突破

12月　自然展示室2を改装

昭和61年4月　特別展「徳山の四季とくらし」

7月　特別展「奥飛騨の自然」

9月　人文展示室lを改装

10月　開館10周年記念式典を挙行

開館10周年記念展「ふるさとの

祭り」

昭和62年4月　特別展「渡飛の弥生時代」

入館者110万人を突破



7月　特別展「外国から侵入した生き

ものたち」

10月　特別展「飛騨の匠」

旧徳山村民家移築復元

昭和63年1月　自然展示室1を改装

4月　特別展示室ショーケース改修

特別展「ふるさとの湿原」

7月　中部未来博88記念展「中山道一

美濃十六宿」

10月　特別展「中生代の化石」

入館者120万人を突破

平成元年4月　特別展「濃飛の古墳時代」

7月　特別展「ふるさとの野鳥」

8月　16日恐竜足跡化石白川村で発見

10月　特別展「移ろいゆく年中行事」

11月　日本生命財団より図書「岐阜県

博物館総合案内」4，000冊の寄贈

を受ける

平成2年4月　特別展「輪中と治水」

7月　特別展「白山の自然」

「恐竜足跡化石レプリカ」除幕

式

グリーンアドベンチャー標識設

置（自然観察のこみちに）

岐阜県博物館協議会に「新しい

時代・県民ニーズに対応できる

博物館の在り方について」諮問

入館者130万人を突破

10月　特別展「濃飛の仏像」

12月　岐阜県博物館協議会より中間答

申

平成3年3月　岐阜県博物館案内標識を設置

平成3年4月　特別展「ふるさとの木の文化」

7月　特別展「ふるさとの哺乳動物」

10月　置県120年・岐阜鹿児島姉妹県盟

約20周年記念展「鹿児島－その

自然と歴史－」

11月　入館者140万人を突破

平成4年3月　岐阜県博物館協議会より「新し

い時代・県民ニーズに対応する

博物館の在り方について」答申

4月　特別展「飛騨のあけぼの－交流

する縄文・古代人－」

7月　特別展恐竜王国「恐竜一謎とロ

マンー」

10月　特別展「近世に輝く濃飛の群像」

平成5年3月　入館者150万人を突破
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〔施設・設備〕

1．博物館

＝館長寒 

鷲　1階平 
I 

l 

EQ 
第6 糧蔵研修室 、J講堂I 中央随喜で／ 

掌鞋　一一　自然展示室2 

自然展示室1　諦　正面玄関 

休憩ラウンジ喫茶室 I 

I ピロティ－i 

＼、、．●i 

第5 

収 

庫　　地階平面図 工作 室第4 石工収蔵庫 室 

I 

寵、　，へ 、、、r∴∴∴∴「 写真室ノ1 ∴：∴∴∴ 　　研究作業贋 

空調電気機械室 
第1 

収蔵庫 
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・主要室名及び面積

室　　　　名 冤ｩ���盲(�｢�

1　階 俾����)5x��麌�����583．8 

自　然展示室　2 鼎s��C��

郷　土　学　習　室 涛X�CB�

講　　　　　　　　堂 ��sH�CR�

研　　　修　　　室 涛8�C"�

第　6　収　蔵　庫 ��C(�C��

2　階　人　文　展　示室1 �942．2 

人　文展　示　室　2 鼎s��C��

特　別　展　示　室 ���8�C"�

図　書　資　料　室 �#3(�C��

視覚障害者コーナー 冓58．4 

特　別　収　蔵　庫 �142．8 

地　階　第　1　収　蔵　庫 �314，1 

第　2　収　蔵　庫 �126．0 

第　3　収　蔵　庫 �192．0 

第　4　収　蔵　庫 涛��CB�

第　5　収　蔵　庫 �55．0 



2．野外施設

自‘霊 儷9D靠h��冉ｹ�XﾏｹWB�

然 観，： ����

寮・一・・．補間 ��

＼、＿ノ ��

の“） ��

博　物　館 �������������h���������ｸﾉ;�)�ｩj�b�

（1）自然観察のこみち

館内における‘‘郷土の自然’’の展示に対応し

自然環境の中に生きた展示として、季節ととも

に移り変わる自然のすがたを観察できるように

したこみちである。

全長約830mで、途中見晴らし台が3ヶ所、万

葉集の植物の案内、ツツジの群生地、百草園、

マンサクの林などが設けられている。

なお、樹林の特徴などが学習できるようグリ
ーンアドベンチャー常設コースとして、40本の

樹木Q＆Aパネルを設置している。

（2）旧徳山村民家

徳山ダム建設計画に伴い、徳山村は閉村とな

り藤橋村になったが、徳山の生活を後世に語り

継ぐため、当時徳山村芦芙在住の富川澄雄さん

から家屋の提供を受け、昭和62年10月7日、移

築復元を完了したもので、生活用具なども展示

し無料開放している。

∴　　　　∴　　　　　　　　　　∴∴　　：∴ 

「燕鸞誓 
「－／，i（証言田一議態 

・様　式　木造かやぶき2階建、南平入り

・主　材　ブナ・トチ

・建面積120．97m2

・延面積197．48m2

・間取り　下図参照

・建築年代　幕末から明治初年ごろと推定

・屋　根　笑母屋式、切り落とし窓つき

「二二「記事中「‾‾’‾二千一頭 
l i t i l ！ ！ 末白��ｨ爾�耳ﾜｸ5�986X�X爾�I上里 ：十 匹，ン」 

l i （ i 佛ﾙ9�����9���������������*ﾘ�������x���(�r�

…〈高言雪 
O　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⊂重言⊇eEiEこ 

▲1階間取り図

十　　　　　　　　　　時 剳ｨ議一 三‾‾1－1 

i 　吹接 

祥 蜜 ！ ��8��������������，／仁一一十一二幸二二＿ “＝ 　i費・釦申†六十回同国‖手相へ 

Yi∴∴∴－Lト葦葦 兌�&��

E三日　－ ��

1日小出映　　　　　　　：＝ゴ 

L－i 

▲2階間取り図
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II　平成5年度　組織・運営

1．機構 劔��ﾘ��k���擺� ��ﾘ��k���ﾅr�

学　芸　部 � 

館　　長 ��次　　長 �� 

人　文　係 

自」 

教育普及係 

平成5年4月現在

職　　　　名 職　　　　名

館　　　　　　　　長

次長兼総務課長

〔総務部〕

総　　務　　係　　長

主　　　　　　　　　任

横　山　勢　津　男

安　江　真　澄

斎　藤　紘　子

市　原　　　　聡

川　陽　子

綾　子

京　子

千　津　子

寿　子

〔学芸部〕

学　　芸　　部　　長

課長補佐兼人文係長

課長補佐（美術工芸担当）

〝　（民　俗Il）

／J　（歴　史〝）

学芸主事（考　　古II）

課長補佐兼自然係長

課長補佐（植物担当）
I′　（動物II）

学芸主事（地学　′I）

学芸嘱託員（昆虫　〃）

課長補佐兼普及係長

課　　長　　補　　佐

学　　芸　　王

氏　　　名

田

科

井

井

谷

山

藤

代

内

子

仁

酒

坂

長

亀

加

田

竹

清
子
奈
純

友

純

美

真

昭

薫

雄

守

治

軍

治

明

則

伸

一

郎

春

次

夫

昭

実

利

　

　

亘

　

　

利

　

　

俊

常

陸

　

　

健

忘

正

寛

英

匡

呂

辺

原

野

田

津

塚

藤

藤

山

田

田

藤

井

尾

尾

前

渓

渡

野

水

安

今

大

連

後

杉

前

説

安

平

三

今

大

梅



3．博物館協議会

当協議会は、博物館の運営に関し、館長の諮問に応じ、または意見を述べる機関として、岐阜県

博物館条例（昭和51年）第2条の規定に基づいて設置され、委員は次のとおりである。

平成5年3月31日現在（五十音順）

氏　　　名 偖ｨ������������現　　　　　　　　職 

大　富　義　幸 弍)Xﾈﾊxﾘ)9乂xﾕｩ+xｺh檠Yｸ檠+r�岐阜市加納南陽町3－15 

中　瀬　洋　書 弍)Xﾈ�9zx���%ｨｯｩ�Xｧxｧy+r�岐阜市加納鉄砲町3－31 

熊　田　光　久 弍)XﾈﾊyH饂渥冲h,ﾈ檍檠+r�関市山王通西7－10 

○坂　倉　又　吉 ��y�8ｶXxｨ靖/yo�檠+r�羽島市竹鼻町2733 

篠　田　　　薫 �*�*�.)�h蕀v9'H��Yｸ��+r�岐阜市粟野西1－10 

嶋　崎　藤　雄 弍)Xﾈﾊxﾏij�刋�ﾘx檍檠+r�岐阜市安食951 

鈴　木　安　行 弍)Xﾈﾊx抦ｧxﾕｩ+x檍檠+r�岐阜市長良西野前25－1 

辻　　　久　夫 弍)Xﾈﾊy(hｧxﾕｩ+x檍檠+r�岐阜市長良北町2－175－1 

◎土　屋　　　斉 �ｩ�X･�Izxｾ(ﾗ8靖/yo�檠+r�大垣市荒尾町1077 

林　　　恒　之 弍)Xﾈﾊx鍼zy(hｧxﾘ)9乂xﾕｨｺh檠+r�岐阜市青柳町1－5 

溝　脇　昭　人 冖ﾈﾌ8夊6X8ﾈ7)_ｩ�xxｩ_�;兀B�岐阜市鷺山186－1 

和　田　吉　弘 弍)Xﾉ�Xｧxｻ8支ｧyYI�iZ�&隗x怦ｻ8��岐阜市長良白妙町1－5 

◎・・・会長　○…会長代理

〔事業計画〕

1．展示活動

事　業　名 弍ｨ��ｭB�主な展示内容 

常　　　設　　　展 ��1階自然展示室は郷土の自然、2階人文展示室は郷土の 

あゆみと美術工芸について展示。刀剣コーナーは年4回 

展示替えを行う。 

特　別　展 「土と炎の芸術－ 滴��#x�ﾃh��#r�吉野、黄瀬戸、瀬戸黒、織部など郷土を代表する美濃古 

ふるさとに息づく 剴ｩをはじめとして、県下各地に継承されている諸窯の代 

技と心一」 ����緝�ﾃ����#��表的作品を展示・紹介する。 

「失われゆく植 刳J発の進展とともに豊かな自然が姿を消しつつあるなか 

物」 凾ﾅ、失われゆく植物とそれちを守り育てようとする取り 

組みについて紹介する。 

資料紹介展 「川と自然」 度�����ﾃ��絣�木曽川、長良川、揖斐IIiをはじめとする県内の河lIiかつ 

くりだした環境と、そこに生きる動植物の姿を総合的に 

紹介する。 

特別　陳列 「学校宝物展」 �(����ﾃ8��3��美濃・岐阜・西濃地区の小・中学校で保管されている貴 

重な資料を展示・紹介する。 

ふるさとの化石…古生代（－4月）岐阜県のスゲ（5・6月）鳴く虫… 

スタディーコーナー �5ｨ7�,ﾉ(xｭH�度�S以��ｩ�隍Hｮ(,h*�+�*Hｮ(�祷�S��ﾈ��ｩ:饂�,ﾈﾙﾈｦ������
・12月）カモ（1・2月）ふるさとの植物化石（3月－） 

－　9



2．教育普及事業

事　業　名 弍ｩ?｢�対　象 �.�R�内　　　　　　　　　　　　容 

特別展講演会 II 文化講演会 塗��#�������B�����2�一般 II II ��「織部焼の源流と国際性」 

美濃陶芸協会名誉会長　加藤卓男氏 

「絶滅の危機にある植物」 

東京大学助教授　矢原徹一氏 

「漫画と文化」　　　　　　　　漫画家　福地泡介氏 

県博日曜講座 II II II II Il 度��#R�小学生以上一般 ��水辺の植物 

8／1 粕����ﾈ,h*�.�,ﾈ+ﾘ+��

8／8 �ｨ����L｢�儖)�ｸ�Ym��ﾘ,ﾉm胃�,h*(*�+騷ﾈ+R�

9／5 傅ﾈｧy�h決�8耳醴���ﾈ,ﾈ,ﾘ+ﾘ.x*ｲ�

10／24 1／23 �ｩL｢�白���Xﾚ�����ﾋ���Z�*ｨｮｸ,�*(�b�

岐阜薬科大学助教授　田中俊弘氏 

中山道と美濃路 

自然観察会 II II 滴��#��X��#2�小学生以上一般 親子 鉄��ﾂ�3y�ﾂ�観察のこみちの樹木を調べよう 

（グリーンアドベンチャー事業） 

ふるさとの化石を観察しよう（荘川村） 

8／22 傅ﾈｧy�h決�8自L｢�30人 ��ﾈﾋH,ﾈﾚ�(�/�ｬ��+X.h*B�

ふるさと自然探検隊 嶋�縒�親　　子 鉄��ﾂ�高原の自然をさぐろう（中津lii市・根の上高原） 

・－8 劍�I��hﾆ)=�ﾄｩ���

陶　芸　教　室 店���b�一　　般 �3��ﾂ�茶腕　　　　　　　美濃陶芸協会副会長　小林文一氏 

II 塗�綯�II �3��ﾂ�花瓶　　　　　　　美濃陶芸協会副会長　小林文一氏 

親子教室 II II II Il II 店�絣�親子 II II II II II 鉄��ﾂ�紙でいろいろなものを作ろう　造形作家　水野政雄氏 

8／15 �40人 ��*�+�+Xｮﾘ/�,(*ﾘ.ｸ*B�

8／29 10／31 �50人 40人 �'ﾈﾝxﾔ���4ｨ�Y'ﾈ,h/�-ｨ/�,(*ﾘ.ｸ*H�｢�

竹細工師　石原文雄氏 

紙で恐竜をつくろう 

12／12 �50人 ��ｨ/�,(*ﾘ,�,H*�+�.h*H��������'ﾈﾝxﾔ育H���靈I[iu倩��

12／19 �50人 �*�.xﾝxﾔ���+X-�,�.ﾘ/�,(*ﾘ.ｸ*H�｢�

わら細工師　大野仁久氏 

たのしい土曜教室 II lI II II II II II II II II 滴�����小中学生・親 II 〃 II II II II II II II II 鉄��ﾂ�チョウを観察しよう 

5／8 �50人 �.(+8.�,ﾈ���ﾈﾆ�/�,(*ﾘ.ｸ*H�｢�

6／12 �50人 40人 �.(+8.�,ﾈ��?ｩw�V�/�,(*ﾘ.ｸ*H��自u傀�耳�｢�

7／10 劍-8.�+8,h,ﾈﾝX.�,ﾈ防柯/�-ﾘ.h*B�

9／11 劔H饂渥�/�%Hﾉ�+X.h*B�

10／9 劔(h�);�,ﾈ防柯/�-ﾘ.h*B�

11／13 劍�.ﾘ.ｨ.H����Z�/�&ﾘ.ｸ*B�

12／11 劔LX柯,YD陞ｨ�8/�,(*ﾘ.ｸ*B�

1／8 �50人 冢ﾉ+�/�ｬ��+X.h*B�

2／12 �100人 僣饂渥�,ﾈ��{�/�*�+�*B�

3／12 劍�/�+8*ｨ+ｸ*B�

」、る　さ　と　探訪 ����縒�親子・一般 �3y�ﾂ�街道を歩こう（美濃路） 

特　別　行　事 ���纈� �#���ﾂ�七草かゆを食べよう 

民　俗　芸　能 店��"� ��関孫六太鼓（雨天時5／3に順延） 

－10－



III　平成4年度のあゆみ

職　　　　名 倩�����kﾂ�職　　　　　名　　　　　　氏　　名 

館　　　　　　　　長 們(��68��ﾔｸ��&｢�〔学　芸　部〕 

次長兼総務課長 儖i:��)?��Y�69�9u��学　　　芸　　　部　　　長　　渡　辺　利　昭 

〔総務課〕 刮ﾛ長補佐兼人文係長　　野　原　　　薫 

総　　務　　係　　長 刮ﾛ長補佐（美術工芸担当） ��X��nﾈ�����u��

主　　　　　　　　　任 倡8��ﾋH���������′I　（民　　俗II）　安　田　　　守 

主　　　　　　　　事 凭���m���m(��ｷb�′I　（歴　　史　′I） 俑���,8��y������

／I ��ﾘ��怦���8�����学芸主事（考　　古　〝） ��X��,ｸ��������

II 業務嘱託員 假���皐��Oﾈ��=��課長補佐兼自然係長 俛���ﾏX���8��ﾔr�

坂　井　真　綿 �ｸ��+x��^(��ﾛ(��&隗y%99h�ｨ���8��:����(�����

II II II �+y$ｩ�ﾈ��wｨ�����〝　　　（動物　′I） �(h��8x���������

亀　山　綾　子 ������������Z���ｨ��ﾎ8��:����ﾘ��k��

加　藤　京　子 乂xﾇﾈ�ｩ�X醜�俑�(苳��｢�説　田　健　一 

II II �68���8���y,8���課長補佐兼教育普及係長 傅ﾈ���ﾈ��W���u��

竹　内　寿　子 乂xﾇﾈ皦馼�仆8孜X�ｷ�%99h�ｨ���X��[ﾘ��ﾘ(��謦�

学　　芸　　嘱　　託　　員 俑���Oh������Wb�

II　　　　　　　桑　原　克　巳 

〔日誌抄〕

転出　部　　長

課長補佐兼人文係長

課長補佐

II

主　　事

技　　師

退職　学芸嘱託員

II

清水昭男

安藤和男

尾関　章

川瀬善忠

吉田明美

林　作男

近藤普満

山日　登

業務嘱託員　　　　　　　藤井敬子

林崎明美

転入　部　　長

課長補佐兼人文係長

課長補佐

学芸主事

新任　主　　事

学芸嘱託員

業務嘱託員
II

渡辺利昭

野原　薫

水野亘雄

大塚　章

酒井美奈

今尾英夫

桑原克巳

田代千津子

竹内寿子
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平成4年度

4・1「岐阜県博物館報」第15号発行

II　「岐阜県だより」第47号発行

19　日曜講座「美しい貝」

20　特別展「飛騨のあけぼの」開場式

（6月14日まで）

27　岐阜県恐竜化石学術調査推進委員会

29　自然観察会「観察のこみちの樹木を調

べよう」

5・3　民俗芸能「関孫六太鼓」

5　親子教室「やさもの（1）（施文具と土器を

つくろう）」

14　岐阜県博物館協会総会

17　特別展シンポジウム「飛騨からみた石

器と土器の交流」

24　自然観察会「水生昆虫を調べよう」

25　岐阜県博物館友の会10周年記念海外研

修　台湾（3泊4日）

31特別展講演会「川合遺跡群（飛騨川・木

曽川合流点）を掘って」

6・7　日曜講座「両面榛龍の時代」

10　平成4年度四館会議

11－12　東海地区博物館連絡会議（於：静

岡市）

14　親子教室「昆虫標本をつくろう」

21親子教室「やさもの（2）（日用品をつくろ

う－施和一）」

7・13　特別展恐竜王国「恐竜一議とロマンー」

開場式（9月6日まで）

15　福井県・岐阜県恐竜化石調査交流会

18・19　特別講座「恐竜の生きていたころ」

25－26　ジュニア恐竜探検隊（於：荘川村

・自川村）

28　岐阜県児童生徒科学作品移動展（8月

9日まで）

31百年公園と博物館連絡会議

8・1　恐竜化石クリーニング公開実演

2　特別展講演会「恐竜はなにをみたか」

9　親子教室「火おこし器をつくろう」

16　特別展講演会「恐竜一謎とロマンー」

23　親子教室「化石のクリーニングをしよ

う」

－12－

9・6　日曜講座「木曽三川の水運」

12　たのしい土曜教室「博物館を探検しよ

う」

10・19　特別展「近世に輝く濃飛の群像」開場

式（11月23日まで）

25　特別講演会「近世渡飛の文化と人物」

11・3　文化講演会「武将と美濃鍛冶」

5－6　日本博物館協会全国大会（於：徳

島市）

12　岐阜県博物館協議会

14　たのしい土曜教室「江戸時代に活躍し

たふるさとの偉人を知ろう」、「落葉で

あそほう」

15　日曜講座「大垣藩と岩村藩にみる文教

政治」

26－27　東海3県博物館協会交流研修会

（於：鳥羽市）

12・6　親子教室「版画（年賀状をつくろう）」

9　資料紹介展「食べられる野草」（1月24

日まで）

12　たのしい土曜教室「縄文時代や古墳時

代の映画をみよう」

13　親子教室「凧づく　り（つくって揚げよ

言リ

20　親子教室「わら細工（しめなわをつくろ

う）」

1・9　たのしい土曜教室「食べられる野草を

知ろう」

10　特別行事「七草かゆを食べよう」

17　日曜講座「食べられる野草」

28　平成4年度消防訓練

2・13　たのしい土曜教室「野鳥を観察しよう」

14　写生会「博物館資料をかこう（甲冒“土

器・烏・動物など）」

16　特別陳列「学校宝物展」（3月31日まで）

3・7　自然観察会「野鳥をみよう」

13　たのしい土曜教室「ふるさとの学校の

宝物をみよう」

20　ふるさと探訪「真桑文楽をたずねて」



〔実施事業の概要〕

前年度末に出された県博物館協議会からの答

申（新しい時代・県民ニーズに対応する博物館の

在り方）と博物館見直し事業調査研究会からの

報告をもとに、「来たるべき世紀の新しい博物館

を目指して」をまとめた。

これによって、県博物館の“目指す姿”“∴一山整備

方針”“マイミュージアム（建物の仮称）の具体的

イメージ”“ハイパーハイビジョン風土記・岐阜

の具体的イメージ”が明確になった。

学校5日制実施に伴う「たのしい土曜教室」

の開校も特記しておきたい。

なお、施設面では、前年度に引き続き、屋上

防水補修工事が行われた。また、展示備品とし

て、織田信長像（複製）、県の魚アユのジオラマ

やコヨシキリ、ホシガラス、カヤネズミ、ニホ

ンサルなど数多くの剥製の標本が作製できた。

1．調査研究活動

人文関係では、「岐阜県の風土」というテーマ

で岐阜・西濃地域の民俗について、自然関係で

は「英美渡の自然」というテーマで能郷白山一

帯の地形・地質・動植物の学術調査・研究をそ

れぞれ行った。

2．展示活動

下の表に示したように、特別展3回、資料紹

介展1回、特別陳列1回を実施した。特に、7

月中旬から9月初旬にかけて開かれた夏季特別

展「恐竜一謎とロマンー」には2万5千余人が

入場するなど2年前の「濃飛の仏像」展以来の

盛況であった。

3．資料収集活動

人文関係では、実物資料の価値判断のための

文献調査に力点をおいた。自然関係では、例年

のように、植物資料の同定はもちろん、そのほ

か、資料紹介展にちなんで、食べられる野草、

失われゆ〈野草の収集ができた。

4．教育普及活動

ち密で幅広い活動が展開できた。なかでも、

友の会貝の協力で実施できた“七草かゆを食べ

よう’’は200人を超える参加をえ、好評であった。

入館者数は82，735人であった。

事　　　業　　　名 弍ｨ����ｭB�展　　示　　内　　容 �?ﾈｭ倆)�B�

常　設　展 僖�������ｭB�2階人文展示室2は、春の特別展に一部 を、夏・秋の特別展には全部を開放。触 察コーナーを一時期2階廊下へ移動。1 月以降は、とり歳にちなんだ展示も行う。 塔(�3s3R�

特別展 飛騨のあけぼの 滴��#��ﾃh���B�x���H�ﾃ��綯�����#��ﾃ����#2�発掘資料によって、古代、飛騨地方の、 ��x�3sCb�#X�3�C�����3����

一交流する縄文・古代人－ 剔ｼ地域との交流の歴史を紹介。 

恐竜 刹ｰ竜化石学術調査団の成果の紹介と国内 
ー謎とロマンー 刳Oの恐竜資料の展示。 

近世に輝く渡飛の群像 剞ｭ治・社会・文化の面で活躍した濃飛の 先人（江戸）を紹介。 

資料紹介展 食べられる野草 特別陳列 学校宝物展 ��(�纔�ﾃ���#B�(���h�ﾃ8��3��県内で見られる野草の中で、食べられる ものを展示。 飛騨・東涯・可茂地区の小・中学校が保 管している貴重な資料93点（76校）を展示。 �8�3C�2�X�3s���

スタディコーナー 僖�������ｭB�くらしの中の石（4月）、岐阜県のトンボ （5・6月）、岐阜県の夏鳥（7・8月）、 ふるさとの岩石（9・10月）、岐阜県の貝 （1・2月）、ふるさとの化石（3月） ��
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〔刀剣・スタディコーナー〕

1．刀剣コーナー

当館では、人文展示室2に刀剣コーナーを設

け、美濃の刀剣を中心に展示している。4年度

は、人文展示室2を夏季特別展「恐竜」と秋季

特別展「濃飛の詳像」の展示会場にあてたため

その期間は、特別展示室に刀剣コーナを移して

展示した。

4年度の年間展示資料は下記のとおりである。

第1期は、美濃の刀剣のみを展示し、第2期に

は、仁王が両面に美しく彫刻されている短刀や

肌が美しい吉江を、また第3期では、反りの深

い長谷部国信の太刀と反りの浅い波平行安の太

刀を対比的に展示し、それぞれ特色ある刀剣展

示を工夫した。

第1期 ��c(ｯ｢�第3期 

平成4年4月1日 兌ﾙ�ﾃID���ﾈ綺?｢�平成5年1月2日 

～平成4年10月4日 �ｩ[ﾙ�ﾃYD��ﾈ�#)?｢�～平成5年3月31日 

刀　無銘　志　　　　　　津 �8���k9l����(��������������ﾕﾒ�刀　無銘　志　　　　　　　　津 

刀　無銘　直　江　志　津 �%ｩ8���l���?���唏�����H����亦�刀　無銘　直　江　志　津 

刀　　銘　濃州赤坂住兼元 �8���k9l���躪��������������,2�刀　　銘　濃州赤坂住兼元 

太刀　銘　兼　　　　　　光 �8���k9l���+ﾈ����ﾕﾘ����躪����,2�太刀　銘　長　谷　部　国　信 

刀　無銘　濃州関住兼寿 ���8���l���ﾉ8��������������tb�太刀　銘　波　平　行　安 

刀　無銘　大　　　　　　道 �8�����l���Eｨ�)�Hﾞ(�ﾉ8ﾋ2�脇差　銘　兼　　　　　　　見 

刀　　銘　兼　　　　　　道 ��H����l���ﾉ8�����������������槍　　銘　志津三郎源兼氏 

槍　　銘　兼　　　　　　若 �8�����l���ﾉ8�����������������槍　　銘　兼　　　　　　　　若 

2．スタディーコーナー

本館では、ふるさとの自然資料を、常設展、

特別展、資料紹介展で紹介している。さらに、

トピックス的な問題や、身近なテーマを紹介す

るため、このコーナーでは、動物、植物、地学

の各分野ごとの資料をパネルや写真で補足し、

輪番でやさしく展示紹介している。

「〈らしの中の石」……3月～4月

人々は、石器時代の昔から暮らしの中にいろ

いろな石の製品を用いてきた。今回は、そのよ

うすの一端を紹介した。

「岐阜県のトンボ」……5月～6月

岐阜県で最初に発見されたムカシャンマやム

カントンポ、湿地に生息するハッチョウトンボ

を中心に県内に分布するトンボを紹介した。

「岐阜県の夏鳥」……7月－8月

日本を訪れる夏鳥には、姿が美しい鳥も多い。

今回はキビタキ、オオルリなど色鮮やかで古く

から親しまれている鳥を中心に紹介した。
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「ふるさとの岩石一火成岩」……9月～10月

岐阜県には、火成岩、堆積岩、変成岩などい

ろいろな岩石が分布している。今回はこの中の

火成岩を紹介した。

「岐阜県の貝」・・…・1月－2月

岐阜県に産する代表的なカタツムリや淡水に

生息する貝類、関市内で調査した淡水産貝類全

18種の分布資料をわかりやすく紹介した。

「ふるさとの化石一古生代」……3月－4月

岐阜県には、福地、赤坂など日本を代表する

古生代の化石を多産する地域がある。今回は、

この地域の化石を中心に紹介した。



〔特別展〕

1．「飛騨のあけぼの
－交流する縄文・古代人－」

4月21日㈹－6月14日（日）

豊富で多様な「山の幸」に恵まれた飛騨地方

は、日本文化の源流とも言うべき縄文文化が華

やかに展開したことで知られている。また、古

代の飛騨の説話として有名な「講話葎俵伝承」

や「飛騨減強などの存在は、この地域に美濃

とは異なる独自の文化が培われていたことを物

語っている。

こうした飛騨の文化の特色あるあり方は、他

地域との広範かつ積極的な交流によって形成さ

れてきた。本特別展では、この「文化の交流」

という視点を基軸として、近年盛んに行われて

いる飛騨地方の考古学調査の成果の上にたって

黎明期の飛騨を舞台とした文化形成の過程を紹

介し、ああせて地域文化に対する興味関心を喚

起することを企図した。

く展示構成の概要〉

「豊かな縄文時代」と「古代の飛騨と宿灘の

伝承」の2部に大別し、あわせて1，000点を超

える資料を展示した。

（1）豊かな縄文時代

①列島文化の回廊（旧石器時代から縄文時代へ）

旧石器時代から縄文時代初期の石器文化を紹

介し、導入部とした。様々な技法で作られた石

器や国重文の三夫叢皆収集品を展示した。

②交流する縄文土器

縄文時代の各時期において、関西系、信州・

関東系、東海系、北陸系などの土器が、交錯し

て飛騨に持ちこまれ、盛んに交流していったよ

うすを展示した。国重文高山市態蒙遺跡出土苑

討議麓もああせて展示した。

惑 ∴ 

鵡 

③ルーツは飛騨一飾り・祈る

下呂町原産の下呂石製石器が、東海・北陸に

広く分布することを紹介し、また、トロトロ石

や漬宝艶笑藻などの信仰石器・装身具の数々を

展示して縄文人の靖神生活の一端を表した。

④発掘された飛騨最大の縄文集落址

最近の発掘調査により多数の住居跡が発見さ

れ話題となった高山市甚肉遺跡の全容を紹介。

（2）古代の飛騨と宿健の伝承

①両面宿鶴の伝承（弥生時代～古墳時代）

罷滋碧製磨製若妻などに見ることができる

「木の文化」の到来、美濃とは異なる古墳の展開

など、弥生一古墳時代の飛騨文化の流れを紹介

し、両面宿傭伝承が成立してくる背景を探った。

②並びたつ古代寺院

古川・高山の両盆地に10か寺以上の寺院が林

立したようすを、多様な爺光背で紹介した。ま

たユニークな線刻瓦も展示した。こうした飛騨

の技術力が、飛騨の匠を生み、現代に至るまで

継承されてきている点を指摘し、結びとした。

〈関連事業〉

○特別展シンポジウム

「飛騨からみた石器と土器の交流」　5／17（日）

高山考古学研究会

石原哲弼氏　吉朝則富民

田中　彰氏　岩花秀明氏

○特別展講演会

「川合遺跡群（飛騨川“木曽川合流点）を掘っ

て」　5／31（日）

日本考古学協会会員　　吉田英敏氏

○県博日曜講座

「両面宿灘の時代」　6／7（日）

○親子教室

「やさもの（1）（施文具と土器をつくろう」

○図録「飛騨のあけぼの」（B5判70ページ）
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2．恐竜王国「恐竜一謎とロマンー」

7月14日㈹－9月6日（日）

平成元年夏、岐阜県大野郡白川村大白川上流

域で恐竜足跡化石が発見されたことにより、こ

の地域に分布する手取層群と呼ばれる中生代の

地層から、恐竜の骨や歯の化石が発見される可

能性がでてきた。そのため、平成2年には、足

跡化石発見場所及びその周辺の化石、地質の調

査を行う「岐阜県恐竜化石学術調査団」が結成

され、調査を進めている。

この調査で発見された恐竜の化石等は、この

地域に恐竜がいたことを示し、岐阜県の古環境

を考察する上で極めて重要な資料といえる。

本特別展は、恐竜化石学術調査団の調査の中

間報告の場とすると共に、国内外の恐竜化石や

中生代の様々を化石を展示し、県民が謎とロマ

ンに満ちた恐竜時代に思いをはぜながら、ふる

さと岐阜の自然史を理解する一助とした。

く展示構成の概要〉

展示は、次の4コーナーから構成した。

（1）謎の動物一恐竜一

恐竜化石の産出状況、アロサウルス、パラサ

ウロロフス、ガリミムスなどさまざまな恐竜の

全身骨格、恐竜の頭骨や歯の化石などを展示し

た。さらに、現生の動物の骨格や頭骨を展示し、

それらとの対比の中で来館者みずから、いろい

ろな恐竜の体のつくりやその生活のようすなど

を理解できるよう留意して紹介した。

（2）恐竜がみた海と空

主な展示物は、海で生活したヒドロテロザウ

ルス、ステノブテリギウス、クリダスデスなど

のは虫類、空を飛んだプテロダクティルス、ラ

ンフォリンクスなどのは虫類、ギリカス、シー

ラカンスなどの魚類、イノセラムス、オキナエ

轡 末迄自oB���｢� ��∴∴ �� � 

髄 迄ﾕ�� ���:��

巨護、韓 劍�����b���

醗i 凵u∴：十∴ ∴∴ �� �� ��X�H�b�囲 

－16－

ビスなどの貝類、トンボなどの昆虫類などであ

る。これらの資料を通して、恐竜と同じ時代に

生きた多様な中生代の生物のようすを紹介した。

（3）．3、るさとの恐竜時代

①恐竜発見の地一白川村・湛川村一

白川村で発見された恐竜足跡化石や調査団が

発見した恐竜の歯、カメの背中、魚の鱗などの

化石のほか、手取層群を構成する岩石や地質図、

絶対年代を測定した岩石とその測定結果など恐

竜学術調査団の成果を明ちかにした。

②手取湖と恐竜

福井県、石川県で発見された恐竜の化石を展

示するとともに、手取湖の変遷や復元図などの

パネル等を通して手取層群のようすを総合的に

紹介した。

（4）．i、くらむ恐竜への夢

アメリカ合衆国ユタ州の恐竜化石を当博物館

貝が調査した成果やブリガム・ヤング大学から

借用した恐竜化石を紹介した。また、福井県、

石川県の恐竜化石調査のようすなども実物化石

や写真で紹介した。

〈関連事業〉

○特別展講演会

「恐竜はなにをみたか」　8月2日（日）

講師　岐阜大学教授　　　梶田澄雄氏

「恐竜一謎とロマシー」　8月16日（日）

講師　横浜国立大学教授　長谷川善和氏

○親子教室

「化石のクリーニングをしよう」8月23日（日）

○実演

「恐竜化石クリーニング」8／1㊥、8／15（E

O図録「恐竜王国　恐竜一謎とロマン」（B5

判36ページ）



3．「近世に輝く濃飛の群像」

10月20日㈹ト11月23日伯）

約270年間続いた江戸時代は、社会や文化を発

展・成熟させた時期であった。美濃国は10余の

大名領、70有余の族本領、さらには幕府直轄領

に細分化され、一方、飛騨国は金森氏支配から

幕府直轄支配に変あるなど複雑であったため渡

飛両国の社会や文化の発展は一様でなかった。

こうした中でも濃飛両国からは幾多の優れた

人物が輩出し、地域の社会や文化を高めていっ

た。

今回の特別展では、近世において濃飛両国で

活躍した人々を取り上げ、その業績や果たした

役割を紹介し、郷土の先人に対する関心や理解

を高め、郷土愛を培う一助となるよう企画した。

〈展示内容〉

近世濃飛の偉人に焦点をあて、次の4コーナ
ーに分けて、遺品や関係資料を展示した。

I．文化を高める

岩村・大垣・高山での文教興隆の基盤を築い

た人々や代表的文化人を通して、それぞれの文

化の様相を紹介する。

紹介人物……松平乗紀・佐藤一斎・林述斎・丹

羽瀬梅暦（以上岩村）。戸田氏鉄・谷木困・戸田

∴ ���� ����

∴ ∴∴十一 仄�����ﾙｲ�･ﾒ�∴ ∴ 俯ﾘｺ���蓼耳耳耳爾��� 

懇 剋ｺ華輩三愛 �� � 

箋 ����� ��

氏庸・江馬蘭斎・江馬細香・飯沼慾斎（以上大

垣）。金森長近・金森宗和・加藤歩箭・津野槍洲
・田中大秀・赤田臥牛（以上高山）。

II．開発に尽くす

近世県内の二大用水開墾といわれる曽代用水

と競蒲用水の全容と、工事を推進した人々の業

績を紹介する。

紹介人物……柴山伊兵衛・喜田吉右衛門・林幽

閉（以上曽代用水）。田口慶郷・加地勇次郎（以上

鱒淵用水）。

IIl．渡飛からははたく

美濃・飛騨から広く日本及び世界に目をむけ

て活躍した人々を通して、彼らの先見性と業績

を紹介する。

∴ ∴ 劔�� 

種 �����98�h�b�����≡≡遼三二一議i羅繭轟二 
‾‾露 丼ｨ埼��������R� ���� 

灘i熊諒涼離し崇選 劔� 

紹介人物……飛騨屋久兵衛信行・倍正・倍安・

益郷（以上蝦夷開発で活躍）。加藤素毛（幕末遣米

使節の一員・世界一周）。田口俊平（日本初のオ

ランダ留学生）。

Ⅳ．抑圧と闘う

濃飛両国で起こった二大騒動である郡上宝暦

騒動と大原騒動を通して、生活向上を願って抑

圧と闘った濃飛の農民たちの生き方を紹介する。

紹介人物……前谷村定次郎・切立村喜四郎など

（以上郡上宝暦騒動）。本郷村善九郎・大沼村久

兵衛・忠次郎など（以上大原騒動）。

く関連事業〉

○特別展講演会

「近世濃飛の文化と人物」

10／25（日）　岐阜大学教授　松田　之利氏

○県博日曜講座

11／15（日）「大垣藩と岩村藩にみる文教政治」

○図録「近世に輝く濃飛の群像」（B5判39ページ）
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〔資料紹介展〕

「食べられる野草」

12月9日㈱～1月24日（日）

植物は人々に薬や食料として広く利用されて

きた。今では、ダイコン・ハクサイなど栽培も

のをさす「野菜」という言葉は、「野の菜」すな

おち、食用となる野草のことだったという。品

種改良や栽培技術などの発達で「野菜」が簡単

に入手できるようになって「野の莱」は忘れ去

られようとしていた。しかし、近年になって春

の七草に代表される野草を食卓にのせる人々も

多くなってきた。この展示では、グルメ・自然

食ブームの中で見直されてきた野生植物や古く

から山里で食用とされてきた植物を、野草を中

心にして紹介し、自然を見直す機会にしていた

だくことを意図した。

く展示内容〉

3コーナーに分けて、館茂美物資料200点、

図表パネル・カラーコピー写真パネル・自作や

購入レプリカ等40点以上を展示した。

I．人と野草

人と野草のかかわりについて、（1）山里の生活

と野草、（2）野草の利用、（3）古代の食用植物の小

テーマに分けて資料を紹介した。

（1）山里の生活と野草

石臼・蓑など山の生活用具、岐阜県の代表的

な山菜分布図、代表的な山菜標本（乾燥詣彙・

液浸）

（2）野草の利用

保存・アク抜き・調理のコツなどの説明パネ

ル、薬用・副食・非常食・嗜好品の名刺用別に

分けた標本（腫葉）・保存の方法を示す実物（乾燥
・アルコール漬・塩漬・砂糖漬）

（3）古代の食盾植物

春の七草、古代米、万葉時代の食用植物の標

本および説明パネル、和歌短冊

II．食べられる野草

各種の文献より調査した食用となる野生植物

の実物標本を産地別に（l）水辺や湿地、（2）平地、

（3）山地に分けて紹介した。
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（1）水辺や湿地

マコモ・オランダガラン・サワオグルマなど

の膳菜標本と生態写真

（2）平地

クズの大型実物乾燥品とクズの根、平地の普

通植物のうち食用となる種類の酷葉標本、カラ
ー写真パネル

（3）山地

タラの大型標本、モミジガサ・ニリンソウな

どの肺葉、スミレのレプリカ標本、カラー写真

パネル

III．野草あれこれ

食べられる野草にかかわる話題を（1）あぶない

野草、（2）売られる野草、（3仙薬ブームのかけで、

（4）豊かな自然の恵みの小テーマに分けて紹介し

た。

（1）あぶない野草

トリカブトなど有毒植物の標本（帽葉・液浸）、

自作レプリカ、カラー写真パネル

（2）売られる野草

土産物となっている山菜商品、統計図表

（3）山菜ブームのかげで

解説パネル、書籍類

（4）豊かな自然の恵み

解説パネル、カラー写真パネル

〈関連事業〉

○県博日曜講座「食べられる野草」1月17日（日）

○友の会共催「七草かゆを食べよう」1月10日（日）

○配布資料、パンフレット「食べられる野草」

（B5判32ページ）



〔特別陳列〕

「学校宝物展」

2月16日㈹一3月31日㈱

それぞれの学校には、そ

の地域とともに今日まで

歩んできた歴史と伝統が

あり、その学校にとって大

切な記念品ともいうべき

品々がある。また、学校に

は、その地域のさまざまな

文化遺産が寄せられるこ

ともあった。

本展では、飛騨・東涯・▲青い目の人形パッテロー

可茂地区の小・中学校76　八百津町立和知小学校保管

校で大切に保管されてきた宝物を公開した。そ

して、学校の果たしてきた役割の一端を紹介し、

各学校への理解を深めるとともに、郷土の文化

を再発見していただく一助になるよう企画した。

く主な展示構成〉

①絵画の部（玄関や図書室等に掲げられている

油絵や水彩画、水墨画等）②書の部（校長室や郷

土墨筆に掲げられている篇韻や掛軸等）③歴史

資料の部（学校の歴史を物語る学校日誌や表札、

旧校舎の発雷等）④教育成果の部（教育活動の

成果である表彰状や盾、石琴等）⑤その他の部

（学校へ寄せられ記念品として保管されている

陶器や新穀等）

〈主な展示資料〉

（1）青い日の人形　パッテロー（八百津町立和知

小学校保管）

昭和2年、アメリカの世界児童親善協会から

日本の子どもたちに友情のメッセンジャーとし

て贈られた青い日の人形。12，739体のうち多く

は戦争中に処分されてしまったが、ひそかに全

国で約210体残された。その貴重をl体。

（2）坪内薄蓬愛用の品々（美濃加茂市立大田小学

校保管）

美濃加茂市大田町で生まれた近代日本の文豪

坪内遁遙が愛用した万年筆やペーパーナイフ、

水指など。

（3）加藤幸兵衛作「赤地巻禰手草花文花入」（多治

見市立高ヶ丘中学校保管）

岐阜県重要無形文化財保持者であった郷土の

陶芸家加藤幸兵衛氏が寄贈した作品で姉妹作

は皇室へ献上されている。

（4）石琴（清見村立大原小学校保管）

清見村を流れる馬瀬川に産出する石を拾い集

めて作ったもので、1人1－2音を分担して演

奏する。

醗 ��h���Iｲ�ﾇ�� 儉ﾒ� ������������

iiiiヾi ��X�����i鵬i轍 � 

～（；：猷一譲 �� ���� ��

▲石琴　清見村立大原小学校保管

（5）成瀬誠志作「サビ粕鬼瓦」（中津）ii市立坂本小

学校保管）

明治42年に坂本小学校が建築された時、雌雄、
一対の鬼瓦として作成されたもので藩学箱煤

の作品である。

（6）福井重一画「母校の風景」（七宗町立神渕小学

校保管）

昭和22年、郷土の画家福井重一氏は、児童が

遊ぶのどかを母校の風景を描いた。二科展出品

作品。

〈展示資料数〉

絵画23点　書13点　歴史資料40点

教育成果5点　その他12点　　計93点

く出品校〉

飛騨地区小・中学校26校　東涯地区小・中学校

36校　可茂地区小・中学校14校　訂76校

本展の出品資料について、各小・中学校から

200字以内の原稿をいただき、それをもとに展示

解説をし、解説書を作成した。

結 ���������� �� �� ��一高蕪 ∴∴∴： ��懸 ��

霞縮i灘熊 �� �� 
∴「：∴∴∴子 ������ 

瀞 劔劔剪� 
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〔調査研究・資料収集活動〕

一自　然　部　門－

1．調査研究

〈動物分野〉

（1）奥美濃の調査及び資料収集（動物）

昨年に引き続き奥美濃地方の動物調査を行っ

た。本年度は、能郷白山における小型哺乳動物

に重点を置き、能郷部落より頂上に向かう登山

道を中心に調査した。収集した主な資料は、ヒ

メネズミ、ヒミズなどであった。

（2）奥美濃の調査及び資料収集（昆虫）

本年度は能郷白山地域を中心とした昆虫類の

調査を行った。収集した主な資料は、アオバセ

セリ、アサギマダラ、ツマジロウラジャノメ、

イツホシテントウダマン、クロコキノコムシグ

マシ、ハスオビオオキバハネカクシ、アラメヒ

メマキムシモドキ、モンキナガクチキムシであ

った。

（3）百年公園及び周辺の昆虫調査

ヒトクチタケに生息する鴇捕昆虫の生態を

調査した。成果の一部は「調査研究報告」第14

号、「第52回日本昆虫学会・第36回日本応用動物

昆虫学会合同大会」で発表する予定である。

この他に、アカハバビロオオキノコの生活環

の調査も実施した。

〈植物分野〉

（1）奥美濃の調査及び資料収集

揖斐郡（坂内村夜叉ヶ池登山道“藤橋村徳山地

域）、本巣郡根尾村能郷、山県郡美山町、武儀郡

（武儀町・武芸川町・上之保村）・郡上郡（美並村
・八幡町・大和町・白鳥町・和良村）において資

料収集・写真撮影を行った。収集資料は特別展

用に保管した。

（2）失われゆく植物の調査及び資料収集

関市内の水域（水田・湿地・溜池・河川）を中

心に、資料収集・写真撮影を行った。これらの

資料は展示用に保管している。

（3）食べられる野草関係の資料収集

中津川市、白川村、高根村等において毒草ト

リカブト類をはじめ食べられる野草の各種を採

集、関市周辺地域にてその他の食用となる植物
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を多数採取し、資料とした。

（4）スミレ属等の植物資料収集と目録作成

岐阜県産スミレ属植物の調査にかかわり、本

県産のほとんどの種類を収蔵・登録した。特に

ツルタチッボスミレ、ミヤマスミレの新産地を

確認した。目録は「調査研究報告」14号で発表。

〈地学分野〉

（1）奥美濃の調査及び資料収集

本巣郡根尾村根尾東谷川流域及び、能郷白山

山麓、能郷川流域の岩石の概況を「地質図、岐

阜」（工業技術院地質調査所発行）を基に実施し、

資料の収集、写真撮影を行った。収集資料は特

別展資料として保管した。

（2）岐阜県恐竜化石学術調査

平成元年、岐阜県大野郡自川村大日lii上流域

で恐竜足跡化石が発見されたのを機会に、平成

2年4月より学術調査団が結成された。本年度

はこの調査団の最終年度としての活動を行った。

調査には、1年次より継続の15名に、白川村教

育委員会より派遣の2名を含む17名で当たった。

現地調査は、白川村・荘川村で8回、延日数

21日（内白川村3回、延日数7日）実施した。調

査活動は、化石班、地質班の2班に分かれ、同

じ日に行動した。

調査内容は、化石班が白lii村大白川上流域お

よび荘Iii村尾上郷川流域において、恐竜化石を

中心に化石調査を行い、地質班が荘川村尾上郷

川下流域の地質清杏と上流域において地質調査

および絶対年代測定用岩石の調査を行った。

調査結果及び成果は「恐竜化石学術調査報告

書」で発表した。

▲尾上郷川支流大黒谷での腸査風景



2．資料数一覧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成5年3月31日現在）

∴ 亊������������劍妤��w��寄　託 佗b�
実　物 兒����ｲ�移管・自作 その他 弍������>��H�｢�

動　　　物 �3��3Sモ�16 ��#��（16，579） ���0 �3��3s32�

植　　　物 ��X�3�途�50 �����（1，269） ���0 ��X�3C3r�

岩石・鉱物 �(�3�S��5 都2�（542） ����0 �(�3�SR�

化　　　石 ���3塔"�35 �#��（1，078） 鼎r�28 �(�3��"�

そ　の　他 田2�22 ��c��（21） ���0 �#S2�

計 鼎��3ャ��128 鉄���（19，489） 田R�28 鉄��3c���

3．資料寄贈芳名一覧（敬称略・順不同）

資　　料　　名 �5��B�芳　　名 

ハグロケバェ他 澱�宮崎　淳 

タ　マ　ム　　シ ���大沢真美 

モンキゴミムシグマシ ����石村公一 

オ二ク　ワ　ガタ ���杉山政広 

海・陸産貝類 涛R�荒古億劫 

オオジャコカリ ���仙波　　正 

イ　ノ　シ　シ頭骨 ���高橋邦之 

セ　ンサン　コ　ウ ���熊沢良平 

ツキノウグマ仔 �"�竹内照夫 

ボ　ンド　タ　ヌ　キ ���柴田佳章 

イ　ノ　シ　シ剥製 ���中原　　良 

コウべモグラ他 �2�小椋郁夫 

モモジロコウモリ ���山本輝＿正 

ヌ　ートi）ア ���藤井鉄三郎 

アズマモ　グラ ���矢橋　真 

ア　ラ　イ　グ　マ ���尾関文吉 

ニホンアカガエル ���可児幸彦 

資　　料　　名 �5��B�芳　　名 

ツ　　　グ ���高木正弘 

シロハフ II フクロウ ノヾ　ン カワラヒワ �������山田良司 須田正治 中田手元 

l �69(hｶ�爾�

1 冢霆H�������

ヤ　ブ　サ　メ ���金山弘之 

コ　　　ゲ　　　ラ ���須田正治 

ヤ　マ　ガ　ラ ���大野晴久 

ト　ラ　ツ　グ　ミ　他 �"�小林すみゑ 

ウ　グ　イ　　ス ���山田良司 

カワセミ II II メボソムンクイ ���������佐藤佑磨 高井税 柴田佳章 荒井浩 

ニ　ホ　ン　キ　ジ ���矢野憲彦 

オ　　オ　　ジ　　ロ �"�柴田佳章 

▲イノシシの頭骨

資　　料　　名 �5��B�芳　　名 

ク　ロ　ジ　他 �"�小林すみゑ 

キ　ビ　タ　キ ���清水と　h 

ア　　オ　ゲ　ラ ���青木雅子 

オオコノハズク ���村井敏郎 

コ　ム　ク　ドi） 鳴�清水とね 

カ　ブト　ガ　ニ �"�徳市　茂 

ヒメスギブケ・ヤナギ他 �3��宮崎淳 II 二村延夫 

マクワウリ液浸 �"�

県内産植物標本 �#s2�

飛騨地方産植物 涛Sb�長瀬秀雄 

マン　ガン鉱石 釘�黒田秀夫 

四放サンゴ（化石） ���乾　　　信 

湯ヶ格デイサノ＝〈下呂右 ���栃本萬寿 

地層揃穀標本 迭�市村俊廣 

ーヾ ：売上0－lSSSS00：∴－ ii醤圏闘髄鞘 �� 

脳麟鰹扇ii 剪�∴∵∵∴∴∴ 

一一　し　　　肝 剪� 

▲カモの劉製
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一一人　文部　Fl一一

1．調査研究

〈考古分野〉

○平成4年度特別展「飛騨のあけぼの」に向け

て飛騨地域の縄文～古代の遺跡及び出土品の

調査研究。図録にまとめる。

〈歴史分野〉

○平成4年度特別展「近世に輝く濃飛の辞像」

に向けての調査研究。図録にまとめる。

〈美術・工芸分野〉

○平成5年度特別展「土と炎の芸術一ふるさと

2．資料数一覧

に息づく技と心－」に向けて、「美濃の焼き物

の流れ」及び県内各地において「今なお息づ

いて焼かれている焼き物」「かつて焼かれてい

た焼き物」についての調査研究。

○平成5年の手蔓・・晋・・にちなみ、常設展の一

部（絵画・磁器）展示替えを行った。

〈民俗分野〉

○平成4年度特別陳列「学校宝物展」に向けて

の調査研究。冊子にまとめる。

○平成6年度特別展「川の民俗」に向けての調

査研究。

∴ 亊������������剪�寄　託 佗b�
実　物 兒����ｲ�その他 弍������>��H�｢�借　用 

考　　　古 ���3涛2�164 鉄"�（1，797） 鉄�"�186 �(�3塔r�

歴　　　史 ���3��8��������3"���#"�（1，170） �#��163 ���3S#��

民　　　俗 �(�3����2 湯�（2，010） �#�2�30 �(�3#cB�

美術・工芸 �##b�17　　　　　37 凵i172） �#sB�1，248 ���3��"�

そ　の　他 ���0 ���（0） ���1 ���

計 店�3C�"�215 �##��（5，149） ���3����1，628 嶋�3SsR�

複製には模型・ジオラマを含む（平成5年3月31日現在）

3．資料寄贈者芳名一覧（敬称略・順不同）

資　料　名 �5��B�芳　名 

タイサンビン、ユタンポ等 釘�渡　辺　　　孝 

ケバトリキ、ツキブルイ �"�井　戸　則　夫 

製　　　　綿　　　　機 ���酒　井　正　彦 
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〔教育普及活動〕

1．概略

4年度は、前年度に引き続き広報活動に力を

入れるとともに、昨年度の反省に基づき案内解

説を多くし教育活動の充実に努めた。「ジュニア

恐竜探検隊」は、本年度第1回を昨年度参加者

が少なかった東濃・飛騨地区を対象に実施した。

また、学校5日制の実施に伴い、9月より第2

土曜日に「たのしい土曜教室」を実施した。

2．教育活動

教育活動のうちの一つ、土・日曜日の催しも

のには、今年も別表（P25）のような多くの参加

者があった。参加者の延べ大鼓は2，366人、1回

平均69．6人であった。

新しい試みとしては、「たのしい土曜教室」と

「七草がゆを食べよう」の二つがあげられる。

平成4年9月から、学校5日制の実施に伴い月

の第2土曜日が休みになった。本館では、それ

に対応し第2土曜日に「たのしい土曜教室」を

実施した。この日には、例年より来館者が多く、

土曜教室も好評であった。「七草かゆを食べよ

う」は、資料紹介展「食べられる野草」にちな

んで新たに企画された行事である。友の会会員

の協力も得て、来館者に七草がゆをふるまった

が、2時間で用意した200食がなくなった。

「ジュニア恐竜探検隊」は、第1回を乗法・飛

騨地区対象とし26人の参加を得た。残り22人は

他の地区から参加してもらった。第2回は岐阜

地区などから46人の参加を予定していたが、台

風のため中止となった。応募者は合計130人であ

った。参加者には昨年同様好評であった。

館内の教育活動としては、昨年の反省をふま

えて、解説員による展示解説に力を入れた。日

曜日には恐竜イグアノドンと恐竜足跡化石の解

説を常時行い、特別展・資料紹介展期間中の日

曜日にはさらに特別展・資料紹介展の展示解説

を行った。特に夏休みの特別展「恐竜一謎とロ

マンー」の期間中は来館者も多く、ほとんど毎

日数回展示解説を行った。

3．解説員研修

解説員の入れ替わりにより、解説経験の浅い

人が多くなったので例年より多い29回の研修を

行った。展示解説も昨年以上に多く行った。

4．広報活動

恒例の広報活動以外に、本年も郡市校長会へ

の出張広報や、自治会を通しての関市各家庭へ

のちらし回覧を行った。また、本年度より資料

紹介展にもポスターを作成し広報に努めた。新

聞連載も従来通り実施した。

昨年度未より開始した名古屋市北西部の小中

学校への広報は、本年度も引き続き実施した。

5．資料の貸し出し

他館での展示会等に貸し出した主な資料

（1）自然

○名古屋市博物館（12．18－H5．2．13）

ホンシュウジカ・イノシシ剥製　　　2点

○岐阜市立合渡小学校（4．8－H5．2．3の間

に5回に分けて）

ハシボソガラス・ヒバリなど剥製　13点

○岐阜市少年自然の家（6．5－7．7）

スライド（シオカラトンボなど）　　　33点

○暁教育図書株式会社（7．11－9．29）

スライド（ウシガエルなど）　　　　　14点

○揖斐郡教育会（7．24－9．24）

スライド（ツキノウグマなど）　　　　33点

○多治見市教育研究所（12．28－H5．2．28）

スライド（カルガモなど）　　　　　　25点

（2）人文

○安土城考古博物館（10．20－12．5）

複製「斎藤道三画像」　　　　　　　1点
II「斎藤義龍画像」　　　　　　　1点

○高富小学校（11．19－12．7）

模擬銃など

○岐阜県美術館（11．23－H5．1．27）

林雲鳳画「斎藤道三画像」

○名古屋市博物館（12．18－H5．2．13）

IiI辺町出土弥生中期聾形土器

○神戸市立博物館（H5．1．15－3，11）

十六銅鐸

22点

1点

1点

1点

○加藤栄三・東一記念館（H5．3．10－4，28）

藤田孝屯作「美濃国徳山深雪幻図」　1点

6．博物館実習生指導

愛知学院大学の学生3名、三重大学の学生2
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名、岐阜女子大学の学生1名、日本福祉大学の

学生1名、愛知大学の学生1名、計8名を指導

した。

7．図書資料

図書資料室と郷土学習室では約22，000冊の本

を開架式で来館者の利用に供している。購入に

よる収集のほか、他館との交換、寄贈等により

年々資料は充実してきている。友の会からは、

「国史大辞典」3巻の寄贈を受けた。

8．刊行物

本年度刊行した出版物等は下記の通りである。

9．視聴覚関係

平成4年度　刊行物一覧

郷土学習室では常時ビデオを上映した。特別

展「恐竜一謎とロマンー」では関連ビデオを上

映した。また、高山市教育委員会・日本国際宇

宙協議会・県教育委員会文化課・日本視聴覚教

材センターより合計12本のビデオの寄贈を受け

た。（内、文化課からは地歌舞伎ビデオ8本）友

の会からはレクチャーテーブル・ワイヤレスア

ンプの寄贈を受けた。

10．視聴障害者（触察）コーナー

岐阜工業高等学校・岐阜盲学校の御協力を得

て点字解説板を新しい丈夫をものにすることが

できた。

名　　　　　称 價ﾘﾗ9D霾�?｢�判・頁 兀H���B�備　　考 

岐阜県博物館だより第47号 　II　第48号 滴�CH�C��B5　4頁 IIII �(�3S���友の会増刷 

4．7．1 僮I II ��丿SS��YH�｢�

II　　　　　第49号 滴�C���C��II　　　　II 

岐阜県博物館報　第15号 滴�CH�C��B5　32頁 都S��増刷 

岐阜県博物館リーフレット 滴�C���C3��A4 ��X�3����

恐竜化石学術調査報告書 店�C8�CR�B5　85頁 鉄���岐阜県恐竜化石学術 

岐阜県博物館調査研究報告　第14号 店�C8�C3��B5　52頁 都���調査推進委員会発行 

平成4年度岐阜県博物館催しもの案内 店�CH�C��B4　表裏 �3��3����
Il 粕��B3　表 滴�3#���

特別展図録 滴�CH�C#��B5　70頁 田���友の会増刷 

飛騨のあけぼの 劔（3，000） 

恐竜一謎とロマンー 滴�Cx�C�B�B5　36頁 田���（620） 

近世に輝く濃飛の諾像 滴�C���C#��B5　39頁 田���（500） 

特別展等ポスター・ちらし 飛騨のあけぼの（ポスター） 滴�CH�C��H�Ch�C#"�H�C��C3��B2 ���3CS��友の会発行 II II 

〝　　　（ちらし） 傳5 ���#��3����｢�

恐竜一謎とロマンー（ポスター） 傳2 ���3S���

〝　　　　（ちらし） 傳5 ���#��3����｢�

近世に輝く濃飛の群像（ポスター） 傳2 ���3S���
II　　　（ちらし） 傳5 ���#��3����｢�

食べられる野草（ポスター） 店�C��C#"�B3 �����3����｢�II 

学校宝物展（ポスター） 傳3 ���3����

資料紹介展・特別陳列パンフレット 食べられる野草 滴�C�(�C��B5　30頁 �(�3���� 

学校宝物展 店�3(�C�b�B5　39頁 �(�3����

絵はがき 恐竜足跡化石，イグアノドン骨格化石 �� ��亶���C����｢�友の会発行 

特別展等ビデオ

7／14－9／6 特別展関連ビデオ「たのしいきょうりゅうたち」
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平成4年度　催しもの一覧

事　業　名 弍ｩ?ｨ���������ｲ��.�R�内　　　　　　容 伜����ﾉ�B�

特別展シンポジウム 店���r�一般 Il II II II II ��飛騨からみた石器と土器の交流 �����

高山考古学研究会　石原哲弼氏　言動則高氏 

特別展講演会 II II II 文化請満会 店��3�����"�剄ｎR市教委　田中　彰氏　国府町教委　岩花秀明氏 ���r�����IiI合遺跡群（飛騨川・木曽川合流点）を掘って 

日本考古学協会会員　吉田英敏氏 

恐竜はなにをみたか　　　　　岐阜大学教授　梶田澄雄氏 

8／16 劍ｻ�{8耳ｶ8,h8ﾘ7ﾘ98�ｸ������Vﾈﾙ�zy�Xｧxｻ8���+y$ｩ�ﾉX������110 

10／25 劍ｽ��)EｩO(,ﾉ[h嶌,i�ﾉZ���������ｯ)Xﾉ�Xｧxｻ8���鉑69Eiy郁��93 

11／3 劔Y�弴,iOﾉEｩ&)n����������������������������冲h,ﾈ檍ｺHﾜ8�｢�173 

東京国立博物館刀剣室長　小笠原信夫氏 

県博日曜講座 II 特別講座 II 県博日曜講座 II II 滴�����小学生以上一枝 ��美しい貝 �3��

6／7 �ｨ������L｢� 几ﾉlｨ�>X,ﾈ鳬�2�59 

7／18 傅ﾈｧy�h決�8自L｢�白�自L｢�白�抦ｧy�h決�8自L｢� 仆�{8,ﾉ�h*ｸ,H*(+ﾘ+�.ｸ�����ｸ�i8ﾉEｨ�YO)�ｹ&霎h��檍�ｨ�hﾆ)=��東涯17 

総合庁舎・飛騨総合庁舎） 儖)�ｳ���

7／19 9／6 � 仆�{8,ﾉ�h*ｸ,H*(+ﾘ+�.ｲ�167 12 

（対象：東濃・飛騨以外の地区　会場：岐阜県博物館） 

木曽三川の水運 

ll／15 � ��X･��,hｮ)�ｩLｸ,�-ﾘ.兌hｻ9�ﾘ���32 

1／17 � ���-x.x.ｨ.冢ﾉ���115 

自然観察会 II II 滴��#��X��#B�小学生以上一般 親千・一般 鉄��ﾂ�3��ﾂ�観察のこみちの樹木を調べよう �3��3��

（グリーンアドベンチャー事業） 

水生昆虫を調べよう 

3／7 傅ﾈｧxﾕｨ決�8自L｢�40人 冢ﾉ+�/�-ﾘ.h*B�27 

ジュニア恐竜探検隊 II 度��#R��ﾃ"�親　子 II 鉄��ﾂ�恐竜のふるさとをたずねよう 鼎��

（対象：東涯・飛騨地区）宿泊：白川郷ロッジ 

8／8 �50人 仆�{8,ﾈ-8.�+8,h/�+ﾘ+�,ｸ.h*B�中止 
－9 劍�����ｸ�i8ﾈ･X�YO)�ｸ決､�,ﾉ&霎h�ｨ�I��iI(�､迄ｻﾘ8ﾘ6(5r�

親子教室 II II II II II Il II II 店�絣�親子 II II II II II II II II 鉄��ﾂ�やさもの（1）（施文具と土器をつくろう） 田��

6／14 �30人 俑�(餠ygｸ/�,(*ﾘ.ｸ*B�41 

6／21 �50人 �.(+8.�,ﾈ��(�ｨ��?ｩw�V�/�,(*ﾘ.ｸ*H�ﾈ郢��耳�｢�53 

8／9 �40人 ��*�+�+Xｮﾘ/�,(*ﾘ.ｸ*B�61 

8／23 �30人 �ｹ��,ﾈ4�8ｨ�ｸ6ｨ984�/�+X.h*B�29 

8／30 �50人 �'ﾈﾝxﾔ���4ｨ�Y'ﾈ,h/�-ｨ/�,(*ﾘ.ｸ*H�ｩ'ﾈﾝxﾔ育H���靈I[iu倩��中止 

12／6 �30人 儉X柯�僖陞ｨ�8/�,(*ﾘ.ｸ*H�｢�45 

12／13 �50人 ��ｨ,8*ﾘ.���,(*ﾘ,�,Ivx+�.h*H�ｨ����'ﾈﾝxﾔ育H���靈I[iu倩��56 

12／20 �50人 �,ｸ.xﾝxﾔ���+X-�,�*�/�,(*ﾘ.ｸ*H�ｨ��.ﾘ.xﾝxﾔ育H���Ynﾉ�ﾘｷh���48 

写　　生　　会 �(���B�小学生以上一般 �����ﾂ�博物館資料をかこう（中富・土器・鳥・動物など） 鉄��

ふるさ　と探訪 �8��#��親千・一般 �3y�ﾂ�真桑文楽をたすあて �3r�

民　俗　芸　能 店��2�小学生以上一敗 ��関孫六太鼓（雨天時5／4に順延） 冩�����

たのしい土曜教室 II II II II II 祷���"�小中学生と親 II II II II II 鉄��ﾂ�白�白�白�白�白�博物館を探検しよう 冩�����

11／14 劍ﾕﾘﾌｸ鳬�8,乖頴H+X+ﾘ-8.�+8,h,ﾈ庫�ﾈ/�&ﾘ.ｸ*B�60 

12／12 劔>ｩ[h鳬�8.(ﾌ9Zﾘ鳬�8,ﾈ防柯/�-ﾘ.h*B�49 

1／9 劔��-x.x.ｨ.冢ﾉ��/�&ﾘ.ｸ*B�77 

2／13 劔nﾉ+�/�ｬ��+X.h*B�53 

3／13 劍-8.�+8,h,ﾈｧxﾕｨ,ﾉ_9Z�/�-ﾘ.h*B�27 

（特別行事） �������小学生以上一般 ����ﾂ�七草かゆを食べよう �#���

－25－



〔図書資料寄贈者芳名一覧〕

（平成4年4月1日一

平成5年3月31日）

〔博物館関係〕
国立歴史民俗博物館
国立国会図書館
国立科学博物館附属自然教育園
国立科学博物館
衆議院憲政記念館
東京国立近代美術館
東京国立博物館
京都国立博物館
国立民族学博物館
岐阜県博物館
岐阜県美術館
岐阜県立図書館
岐阜県歴史資料館
岐阜市歴史博物館
揖斐川町歴史民俗資料館
大垣市歴史民俗資料館
大垣市郷土館
各務原市歴史民俗資料館
岐阜県陶磁資料館
岐阜市科学館
内藤記念〈すり博物館
土岐市美濃陶磁歴史館
瑞浪市化石博物館
瑞浪陶磁資料館
高山市郷土館
飛騨の山樵館
浦幌町郷土博物館
小樽市青少年科学技術館
小樽市博物館
上士幌町ひがし大雪博物館
釧路市立博物館
㈱札幌芸術の森
知床博物館
苫小牧市博物館
根室市博物館開設準備室
市立函館博物館
北海道開拓記念館
北海道立北方民俗博物館
穂別町立博物館
利尻町立博物館
青森県立郷土館
八戸市博物館

岩手県立博物館
岩手県農業博物館
㈱斎藤報恩会　自然史博物館
塩竃神社博物館
仙台市博物館
仙台市科学館
仙台市歴史民俗資料館
東北歴史資料館
秋田県立博物館
秋田大学鉱山学部附属鉱業博物館
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山形県立博物館
山形大学附属博物館
会津民俗館
須賀Iii市立博物館
福島県立博物館
茨城県立歴史館
土浦市立博物館
日立市郷土博物館

小山市立博物館
栃木県立博物館
栃木県立しもつけ風土記の丘資料館
大間々町歴史民俗館（コノコンド館）

群馬県立歴史博物館
詳馬県立近代美術館
浦和市立郷土博物館
行田市郷土博物館
埼玉県立博物館
埼玉県立民俗文化センター
埼玉県立歴史資料館
埼玉県さきたま資料館
埼玉県立自然史博物館
狭山市立博物館
戸田市立郷土博物館
我孫子市　烏の博物館
市立市川考古博物館
市川自然博物館
君津市立久留里城址資料館
千葉県立中央博物館
千葉市立郷土博物館
千葉県立房総風土記の丘
千葉県立房総のむら
千葉県立大利根博物館
千葉県立上総博物館
千葉県立安房博物館
千葉県立総南博物館
千葉市加営利貝塚博物館
船橋市郷土資料館
足立区立郷土博物館
板橋区立教育科学館
板橋区立郷土資料館
江戸東京博物館
大田区立郷土博物館
家具の博物館
紙の博物館
国学院大学考古学資料館
サントリー美術館
渋谷区立松涛美術館
世田谷区立郷土資料館
たばこと塩の博物館
調布市郷土博物館
逓信総合博物館
東京農工大学附属繊維博物館
東京富士美術館
東京都高尾自然科学博物館
豊島区立郷土資料館
八王子市郷土資料館

府中市郷土の森博物館
福生市郷土資料室
船の科学館
町田市立博物館
町田市立国際版画美術館
三井文庫
港区立港郷土資料館
明治大学考古学博物館
明治薬科大学　明薬資料館
郵政省郵政研究所附属資料館
神奈川県立博物館
神奈川県立金沢文庫
鎌倉国宝館
lii崎市市民ミュージアム

相模原市博物館建設事務所
シルク博物館

茅ヶ崎市文化資料館
根岸競馬記念公園馬の博物館
箱根町立大涌谷自然科学館
秦野市立桜土手古墳展示館
平塚市博物館
横浜マリタイムミュージアム

横須賀市自然人文博物館
櫛形町立春仙美術館
山梨県立美術館
山梨県立考古博物館
飯田市美術博物館

迫分宿郷土館
大町山岳博物館
信濃町立野尻湖博物館
長野市立博物館
松本市立博物館
魚津水族館
富山市郷土博物館
富山県立山博物館
富山市科学文化センタ一
石Iii県立博物館
石川県立歴史博物館
石川県立美術館
石川県白山自然保護センター
石川県輪島漆芸美術館
小松市立博物館
㈱成巽閣
松任市立博物館
福井県立博物館
福井市立郷土歴史博物館
福井県自然保護センター
福井県立若狭歴史民俗資料館
㈱上原仏教美術館
静岡県立美術館
下田海中水族館
東海大学海洋科学博物館
沼津歴史民俗資料館
沼津市明治史料館
浜松市博物館
浜松市伊場遺跡資料館



富士市立博物館
藤枝市郷土博物館
三島市郷土館

焼津市歴史民俗資料館
愛知県陶磁資料館
熱田神社宝物館

安城市歴史博物館
一宮市博物館

岡崎市教育委員会岡崎市郷土館
荻須記念美術館
蒲郡市博物館
佐屋町立杉野図書館
瀬戸市歴史民俗資料館
知立市歴史民俗資料館
でんきの科学館
徳川美術館
豊橋市美術博物館
豊橋市自然史博物館
豊橋市地下資料館
豊橋市二川宿本陣資料館
豊橋市郷土資料館
トヨタ博物館
名古屋市見晴台考古資料館
名古屋市科学館
名古屋市博物館
南山大学人類学博物館
日本モンキーセンター附属博物館

尾西市歴史民俗資料館
鳳来町立鳳来寺山自然科学博物館
三好町立歴史民俗資料館

博物館明治村
リトルワールド

桑名市博物館
斎富歴史博物館
真珠博物館
鳥羽水族館
藤原岳自然科学館
大津市歴史博物館
滋賀県立琵琶湖文化館
滋賀県立安土城考古博物館
㈱滋賀県陶芸の森
長浜市立長浜城歴史博物館
彦根城博物館
琵琶湖博物館開設準備室
野洲町立歴史民俗資料館
栗東歴史民俗博物館
京都市考古資料館
京都府京都文化博物館
京都府立総合資料館
京都府立丹後郷土資料館
京都工芸繊維大学美術工芸資料館
大阪市立東洋陶磁器美術館
大阪市立科学館
大阪市立博物館
大阪市立自然史博物館
大阪人権歴史資料館
大阪府立弥生文化博物館
柏原市立歴史資料館
岸和田市立郷土資料館

堺市博物館
吹田市立博物館
東大阪市立郷土博物館
明石市立文化博物館
尼崎市立文化財収蔵庫
尼崎市歴史博物館準備室
伊丹市立博物館
神戸市立博物館
神戸市立小磯記念美術館
㈱武井報教会　百耕資料館
姫路文学館
兵庫県立入と自然の博物館
兵庫県立歴史博物館
橿原市千塚資料館
春日大社
天理大学附属天理参考館

奈良県立橿原考古学研究所付属博物館

奈良県立民俗博物館
大和文筆館
和歌山市立博物館
和歌山県立自然博物館
鳥取県立博物館
足立美術館
奥出雲多根自然博物館
岡山県立美術館
岡山市立オリエント美術錦
岡LiI県立博物館

岡山県自然保護センター
倉敷市立自然史博物館
津山洋学資料館
日本はさもの博物館
広島県立歴史博物館
広島県立歴史民俗資料館
宮島町立宮島歴史民俗資料館
安佐動物公園
町立秋吉台科学博物館
美祢市歴史民俗資料館
山口県立山口博物館
徳島県立博物館
徳島市立徳島城博物館
高松市歴史資料館
愛媛県立博物館
松山市考古館
高知市立自由民権記念館
高知県立歴史民俗資料館
北九州市立歴史博物館
北九州市立考古博物館
北九州市立自然史博物館
九州歴史資料館
鞍手町歴史民俗資料館
福岡市博物館
佐賀県立博物館／美術館
長崎県立美術博物館
長崎市立博物館
熊本県立美術館
熊本市博物館
大分県立宇佐風土記の丘
別府大学附属博物館
宮崎県総合博物館

鹿児島県立博物館
鹿児島市立美術館
鹿児島市歴史資料センター黎明館
名護博物館

〔博物館協会〕
全国科学博物館協議会
日本博物館協会

埼玉県博物館連絡協議会
神奈川県博物館協会
静岡県博物館協会
愛知県博物館協会
三重県博物館協会

鳥取県博物館協会
岡山県博物館協議会
山口県博物館協議会

〔役所関係〕
武儀県事務所
関市役所
可児市役所
土岐市役所

川島町役場
高富町役場
北方町役場
平田町役場
春日村役場
藤橋村役場
八幡町役場
萩原町役場
岐阜市文化センター
岐阜市図書館
各務原市民会館
美濃加茂市文化会館
多治見市文化会館
上平村役場
平村役場
名古屋営林支局

〔教育委員会関係〕
岐阜県教育委員会
美濃教育事務所
乗法教育事務所
岐阜県小中学校長協会
岐阜県PTA連合会
岐阜県高等学校教育研究会
岐阜県高等学校長協会
岐阜県教育センター
岐阜県情報処理教育センター
岐阜教育会
岐阜県校長会館
岐阜市教育委員会
大垣市教育委員会
美濃加茂市教育委員会
可児市教育委員会
多治見市教育委員会
恵那市教育委員会
中津）ii市教育委員会
高山市教育委員会
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養老町教育委員会
関ケ原町教育委員会
武儀町教育委員会
美並村教育委員会
富加町教育委員会
御嵩町教育委員会
福岡町教育委員会
付知町教育委員会
岩村町教育委員会
萩原町教育委員会
馬瀬村教育委員会
古川町教育委員会
北海道教育庁生涯学習部
北見市教育委員会
土浦市教育委員会
千葉県教育庁博物館準備室
世田谷区教育委員会
東京都生涯学習部
八王子市教育委員会

福生市教育委員会
港区教育委員会
神奈川県教育庁文化財保護課
相模原市教育委員会
横浜市教育委員会
飯田市教育委員会
岡谷市教育委員会
長野市教育委員会
山北町教育委員会
袋井市教育委員会
藤枝市教育委員会
稲沢市教育委員会
瀬戸市教育委員会
知立市教育委員会
豊橋市教育委員会
三好町教育委員会

亀山市教育委員会
津市教育委員会
四日市市教育委員会
滋賀県教育委員会
山東町教育委員会
能登Iii町教育委員会
日野町教育委員会

大阪府教育委員会
豊中市教育委員会
尼崎市教育委員会
橿原市教育委員会
長崎県教育委員会
大分県教育委員会

〔学校関係〕
梅林小学校PTA
岐南町立北小学校
岐阜県小学校社会科研究会
岐阜北高等学校
羽島高等学校
羽島北高等学校
不破高等学校
郡上高等学校
関商工高等学校
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加茂高等学校
恵那高等学校
岐阜県高等学校生物研究会
岐阜県高等学校地理研究会
岐阜県高等学校理科助手研究会
岐阜大学教育学部
岐阜薬科大学
岐阜市立女子短期大学
岐阜経済大学
岐阜女子大学
岐阜教育大学
東海女子大学
聖徳学園女子短期大学

中京短期大学
筑波大学歴史人類学研究所
図書館情報大学附属図書館
川村学園女子大学図書館
お茶の水女子大学学芸員課程
学習院大学
国学院大学博物館学研究室
実践女子大学　博物館学研究室
多摩美術大学
東京大学地震研究所
東京農業大学農業資料室
日本大学文理学部応用地学教室
武蔵野美術大学
立教大学学芸員課程研究室
早稲田大学図書館
神奈川大学日本常民文化研究所
日本大学農獣医学部資料館

帝京大学山梨文化財研究所
金沢大学理学部附属植物園
金沢美術工芸大学附属図書館
静岡大学理学部地球科学教室
愛知大学績合郷土研究所
愛知大草文撃曾
市郎学園大学人文科学研究会
市部学園短期大学地域社会研究会
名古屋大学古川総合研究資料館
名古屋大学文学部美学美術史研究室
名古屋経済大学自然科学研究会
名古屋造形芸術大学附属図書館
南山大学古渡城発掘調査会
日本福祉大学社会福祉総合研修センター

京都精華大学
同志社大学博物館学芸員課程
仏教大学総合研究所
立命館大学文学部
大阪大学文学部　考古学研究室
関西大学考古学等資料室
関西大学博物館学課程
九州産業大学芸術学会

〔研究機関・出版社・その他〕
科学技術庁
宮内庁書陵部
東京国立文化財研究所
神宮司庁
宮内庁正倉院事務所

奈良国立文化財研究所
奈良国立文化財研究所飛鳥資料館
揖斐郡教育会
江馬文書研究会

大垣市スイトピア

各務原市埋蔵文化財調査センター
金森公顕彰会
岐阜県企画部統計課
岐阜県郷土資料研究協議会
岐阜県文化財保護協会
岐阜県歴史資料保存協会
岐阜昆虫同好会
岐阜県文化財保護センター
岐阜県文化財保護協会大野支部
岐阜県哺乳動物調査研究会
岐阜コンベンション推進協議会

岐阜国際交流センター
岐阜県広報センター
岐阜県公害研究所
農業総合研究センター
岐阜メモリアルセンター

岐阜地区市民生活共同組合活動事務局

岐阜県デザイン振興会
岐阜県工業技術センター
工芸試験場

生涯教育センター
岐阜市少年自然の家
関ケ原青少年自然の家
土岐少年自然の家
御獄少年自然の家
創価学会岐阜文化会館
高山女性史学習会
多治見市文化財保護センター
中山道加納宿文化保存会
津田左右吉博士顕彰会
東海地理研究会
商富ものがたり刊行委員会
飛騨高山天領三百年事業実行委員会
飛騨植物研究会
藤橋校百二十年史編集委員会
商長森郷土史会
美濃民俗文化の会
美濃文化財研究会
美濃陶芸協会
やませみの会
養老町文化財保護協会
よろいの館

霊山顕彰会岐阜県支部
北網圏北見文化センター
青森県埋蔵文化財調査センター
あきた結び文化研究会
㈱いわき市教育文化事業団
福島市児童文化センター
地質調査所
㈱栃木県埋蔵文化財センター
野外の表現展実行委員会
㈱千葉県文化財センター
日本考古学研究所

大島和泉涙道跡調査団



葛飾区遺跡調査会
ギャラリーSVAX

国面会事務局
国立科学博物館植物研究部
御殿山遺跡調査会
社会教育研修所

青少年交友協会
続群書類従完成会
調布市原山遺跡調査会
東京貝類同好会
東京都埋蔵文化財センター
東京美術
東北新幹線赤羽地区遺跡調査会
都営川越道住宅遺跡調査会
日本ナショナルトラスト

日本宇宙少年団
日本菌学会
日本民俗学会
日本美術刀剣保存協会

側日本視聴覚教材センター
農山漁村文化協会
㈱乃村工糞社　文化環境研究所
PI SAギャラリー紀尾井町

ポーラ文化研究所

武蔵野国分寺関連追跡調査会
八重根遺跡大島和泉浜遺跡調査団

泉警察建設用地内遺跡発掘調査団
今田遺跡発掘調査団
大谷真鯨遺跡調査団
神奈川県立埋蔵文化財センター
相模原市動植物調査会
全日本博物館学会
玉川文化財研究所
東海大学校地内遺跡調査団
苦久保遺跡発掘調査団
日本民家園内民具製作技術保存会

㈱平岡環境科学研究所
文化映像研究会
㈱横浜市青少年科学普及協会
長野県埋蔵文化財センター
冨山県文化振興財団
富山県埋蔵文化財センター
㈱富山市ファミリーパーク公社

愛知県芸術文化センター
愛知県埋蔵文化財センター
佐屋町史編集委員会
中部建設協会
中部蜘蛛懇談会
名古屋植物防疫所
美術文化史研究会
木曽川下流工事事務所
木地屋とろくろ研究所
滋賀民俗学会
滋賀県埋蔵文化財センター
日本イヌワシ研究会
㈱京都服飾文化研究財団
国際日本文化研究センター
財団法人古代学協会
濱田耕作先生著作集刊行委員会

大阪文化財センター
㈱大阪府埋蔵文化財協会
クボタ

地花会
日本生命財団

㈱黒川古文化研究所
淡神文化財協会
のじぎく文化財保護研究財団
元輿寺文化財研究所
桜井市立埋蔵文化財センター
帝塚山考古学研究所
備前刀畢合
広島市歴史科学教育事業団
九州古文化研究会

福岡市埋蔵文化財センター
未来の森ミュージアム

鹿児島県立埋蔵文化財センター
北白川書房
郡上史談
サンメッセ株式会社

書道心両院
中広
西美濃あが街社
美濃揖斐谷通信編集室
岩波書店
株式会社　講談社
株式会社ココロ
新潮社
新人物往来社
世界の動き社
第一法規出版株式会社
東京書籍
日本美術刀剣新聞社
ぴあ株式会社

名古屋鉄道株式会社広報宣伝部
名古屋テレビ放送株式会社
啓林館
日本文教出版株式会社

国立技官博物院
中華民国国立中央図書館
海外華人月刊社
今日郵政月刊社
自由中国紀事報社
光華画報雑誌社
中華民国僑務委員会

〔個人〕
市原信治
伊東久之
内海邦彦
小沢建夫
加藤芳明
窪田一郎
小坂田和美
後藤晶男
田口忠夫

広瀬　鎮
松田之利
万葉裕一

水野重信
宮崎　惇

村上　賞

吉田幸平
吉田　実
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〔利用状況〕

1．入館者数

今年度は、入館者総数82，735人、前年に

比べ約17．9％の増加で特別展恐竜王国「恐

竜一謎とロマンー」の影響が大きかった。

また、開館日数は306日であり、1日平均

の入館者数は270人であった。

月別の入館者数は右表のとおりである。

1日の入館者が最も多い日は8月9日で、

1，542人を数えた。なお、8月は1日の入館

者数が1，000人を超えた日が6日あった。

団体入館者数をみると、146団体10，784人

で入館者総数の約13％にのぼり、月別では

10月が最も多く、団体入館者全体の約31％

を占めている。

これを県内、県外別にみると、県内が70

月 傅ﾉ(i�b�大高生 �ｩL｢�計 丶ｨｭ�?ｩ�B�一日平均 

4 �8�3����474 �8�3c澱�7，351 �#b�283 

5 �8�3����509 店�3�3b�9，445 �#r�350 

6 ���3SC��637 �8�3CC��5，618 �#R�225 

7 �(�3����278 �8�3s#��6，125 �#r�227 

8 塗�3sCR�662 ����3��"�17，599 �#b�677 

9 �(�3�3"�565 滴�3sc"�7，359 �#b�283 

10 塗�3����471 �8�3C�r�10，807 �#r�400 

11 �(�3c�R�133 滴�3#���7，019 �#R�281 

12 �#SB�62 ���3�sb�1，492 �#2�65 

1 鉄c��128 �(�3��2�2，782 �#B�116 

2 田�r�57 ���3イr�2，521 �#B�105 

3 ���3�SR�806 �(�3cSb�4，617 �#b�178 

計 �3��3�#��4，782 鼎x�3�#B�82．735 �3�b�270 

団体4，073人で全体の約38％を占め、県外では愛知県が圧倒的に多く、63団体6，385人で全体の約59

％を占める。

また、平成4年11月1日より、小中生の常設展無料化を実施した。今後の小中生の入館者増加が

期待される。

特別展期間中の入館者数は、右表

のとおりであり、入館者数53，976人、

1日平均425人であった。これは入館

者総数の約65％にあたり、特別展へ

の関心の高さがうかがえる。

特　別　展　名 弍ｨｭB�小中生 俘)�Y�b�一般 佗b�

飛騨のあけぼの 滴�C#��ﾃh�C�B�6，879 ���3�s"�9，795 ��x�3sCb�

恐竜一謎とロマンー 度�C�H�ﾃ��Cb�9，290 ���33S"�14，507 �#X�3�C��

近世に培〈潰飛の群像 ����C#��ﾃ���C#2�5，392 鼎唐�5，191 ����3����

計 ��21，561 �(�3�#"�29，493 鉄8�3都b�

2．施設利用

今年度の講堂及び研修室の利用者は次のとおりであった。

〈講　堂〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈研修室〉

4．8．4　　岐阜市小学校校外研修I　生活　　4．4．26

科部会

4．8．19　　岐阜県中学校理科研究部会
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4．7．18

4．7．30－31

4．8．25－28

4．11，4

4．11．21

岐阜県哺乳動物調査研究会

日本美術刀剣保存協会岐阜県支

部

関市少年少女科学教室

岐阜県立中濃西高等学校

岐阜県教育委員会学校教育課長
．∠ゝ

日本美術刀剣保存協会岐阜県支

部



〔博物館関係団会〕

1．岐阜県博物館協会

岐阜県博物館協会は「会員相互の連絡提携の

もとに、社会教育の健全な推進と文化の向上に

寄与すること」を目的に、昭和41年に設立され

た。公開講座（年4回）、機関紙（季刊）、会員

研修会（年3回）等の諸活動をくり広げ、設立

の目的に沿うよう努力した。

平成5年3月現在、会員館園は122、個人会員

は23名、名誉会長以下主な役員は次のとおり。

名誉会長一梶原拓、会長一蒔田浩、副会長一

日下部尚・青木允夫・篠田幸男、理事長一松本

五三、事務局は岐阜県博物館内にある。

2．岐阜県博物館友の会

「博物館事業の普及を図るとともに、会員相

互の教養を高め、親睦を深めること」をめざし

て発足した友の会は本年度創立10周年を迎えた。
一般会員501人、後援会員22人、ここ数年間、

会員数も事業内容も安定してきており、次の飛

躍への土台が整ったといえよう。

事業内容は昨年度と大きく違っていないが、

10周年ということで会員に積極的姿勢がでてき

たことが新しい動きである。

主催事業のうち、探訪の旅は3泊4日の台湾

故宮博物院の見学をはじめとして、1泊2日を

1回、日帰りを2回。このほかに他館見学を1

回実施した。いずれも定員を超える参加者で、

会員の期待の大きさを物語っていた。

文化講演会は本年度3回目を実施した。東京

国立博物館刀剣室長の小笠原信夫氏を講師に迎

えて、「武将と美濃鍛冶」と題した講演を参加者

173名が熱心に聴講した。

友の会活動の成否をきめるポイントは，地味

ではあるが、「友の会報」や各種案内の配布に基

礎を置いた会員相互の結びつきにある。「友の会

報」は本年度も4回発行し、特に「33号」は

10周年特集号とした。岐阜県博物館友の会の「会

報」の水準の高さはつとに知られているところ

であるが、一会貝の熱心なボランティアに支え

られていることを付記しておきたい。

友の会のもう一つの大切な側面である博物館

▲台北、故宮博物館院にて。

への支援活動は、共催事業への参加支援、資料

等の作成頒布等々あるが、本年度は10周年記念

としてパソコンを寄贈することなどもした。ま

た、今年度はじめて実施した「七草かゆを食べ

よう」に、会員がボランティア奉仕したことは、

新しい活動の芽として注目される。

平成4年度の主な事業内容は次のとおりであ

る。

〈会　議〉

役員会　4．26　　総会　4．26

後援会懇談会1．22　　正副会長会議　3．26

〈研修事業〉

・探訪の旅（故富博物院）

同　（大和町・白鳥町）7．12

同　（登呂遺跡ほか）11．8－9

同　（長浜市ほか）　　3．7

・他館見学（県美術館）　　　8．22

・文化講演会「武将と美濃鍛冶」11．3

〈友の会報発行〉

・第31号　4．1　500部　B5　　6頁

・第32号　7．1　500部　B5　　6頁

・第33号10．1　500部　B5　　6頁

・第34号　1．1　600部　B5　　6頁

〈資料等の作成頒布〉

・特別展図録「飛騨のあけぼの」　　　3000部

「恐竜」　　　　　　　　620部

「近世に輝く濃飛の群像」500部
・「総合案内」等の頒布

〈その他〉

・親子教室等共催事業

・会員助成（入館料補助）

・県博物館へ寄贈
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IV　利　用　案　内

・開館時間　　4月1日ト10月31日　　　　9時ト16時30分

11月1日ト3月31日　　　　9時30分ト16時30分

（入館は16時まで）

・入　館　料　（）は特別展開催中の入館料

区　　分 侘(�������ﾂ�団体（20人以上） 

般 �#��苓�鉄��苓�｢�150円（400円） 

高校・大学生 ����苓��3��苓�｢�50円（200円） 

小・中学生 冖8��{����S�苓�｢�無　料（100円） 

※団体で利用していただく場合には、下見においでください。

解説資料・利用案内等をさしあげ、館内を御案内します。

・休　館　日　　月曜日（月曜日が祝日にあたるときは翌日）

年末年始（12月27日卜翌年1月4日）

・駐　車　場　　博物館には駐車場がありませんので、百年公園の駐車場を御利用ください。

駐車料金・…‥普通（軽）自動車　300円、バス　800円

・交　　　通　　名鉄美濃町線　小屋名下車　徒歩約15分

岐阜バス　　　小屋名下車　徒歩約15分

自家用車のご利用の場合は百年公園北口からお入りください。

美藍 

R156 醐∴J藷。）榊し∴壷 

大垣。21腫　‘蒜靭臨　関馴 

東浦適本膜 　岐阜一 夏部 を（∴∴∴（） 大垣IC ��8r�名 鉄 名 古 屋 本 線 一宮 侘����H+8爾���lｦ��##�Ly¥､2�

岐阜羽島iC 剪�各務原　　　　　　犬山 �(b�甸�齟�:��

RZZ 

○　　　　　　　　　霊園臆88 剋ﾔ 逼 

一宮iC　　　　　　　　　江南 

1　　　　　　　　1小牧iCS　　小牧JC 

古屋　　　　　　　　　　東海道新幹線 

〒50年32　岐阜県関南小屋名小満1989　℡（0575）28－3111（代表）FAX（0575）28－3110

－32－


